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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる社会学［第３版］
宇都宮京子／西澤晃彦 編著

現代の社会学の全貌を捉えるために，本書は見開き
構成で簡潔明快にその基幹部分を解説していく。好
評既刊の内容を最新情報にアップデートするととも
に，より現代的テーマもとりあげて生きた社会学の
現在を伝える。

◎ 好評既刊書を最新情報にアップデート
◎ より現代的なトピックを付加
◎ 古典から最新の研究までをカバー

はじめに

Ⅰ　社会学とは何か
　１ 社会学の理念
　２ 社会学の全体構造
　３ 社会学理論とは何か
　４ 他の科学領域と社会学
　５ シンボリック相互行為論：
　　 さまざまな社会学理論１
　６ アルフレッド・シュッツと異文化理解：
　　 さまざまな社会学理論２
　７ 物語論：さまざまな社会学理論３
　８ ドラマトゥルギー・儀礼・スティグマ：
　　 さまざまな社会学理論４
　９ リスク社会について：
　　 さまざまな社会学理論５
　10 信頼：さまざまな社会学理論６
　11 エスノメソドロジーと会話分析：
　　 さまざまな社会学理論７
　12 社会学と社会調査

Ⅱ　〈私〉をめぐる社会学
　１ 自己について
　２ 自我と他者とのコミュニケーション
　３ 第二の近代における自己
　４ 記憶と忘却

Ⅲ　ジェンダーとセクシュアリティをめぐる
　　社会学
　１ 〈女らしさ〉〈男らしさ〉を問い直す
　２ ジェンダーの社会化
　３ ワーク・ライフ・バランス
　４ 政治参画と公共圏
　５ セクシュアリティとは何か
　６ セクシュアリティとアイデンティティ
　７ セクシュアリティと結婚・家族・国家

Ⅳ　若者と子どもをめぐる社会学
　１ 若者たちの「やさしい関係」
　２ 児童・生徒におけるいじめ
　３ インセンティブ・ディバイド
　４ 子どもの貧困
　５ 青年期の長期化と友人関係

Ⅴ　家族をめぐる社会学
　１ 家族の絆とは何か
　２ 結婚の個人化
　３ 夫婦の関係
　４ 親子の関係
　５ 「家」制度から夫婦家族制度，核家族化へ：
　　 家族変動を捉える枠組み
　６ 閉じた家族，開く家族：脱近代家族

Ⅵ　地域をめぐる社会学
　１ 人間にとって都市とは何か：
　　 アーバニズム論の系譜
　２ シカゴ学派：都市社会学の「発生」
　３ コミュニティはどこにあるのか
　４ 都市の死？：ディズニーランド化・
 　　ジェントリフィケーション・郊外

Ⅶ　労働・職場をめぐる社会学
　１ 就業形態の多様化
　２ フォーディズムと労使関係
　３ ポストフォーディズム
　４ 感情労働

Ⅷ　メディアと情報化をめぐる社会学
　１ メディアとは何か
　２ 活字メディアと近代社会
　３ 情報化社会とその実現
　４ スマートフォン時代のインターネット
　５ 情報化社会を捉える理論と方法
　６ 情報化社会の公共性

Ⅸ　階級・階層をめぐる社会学
　１ 階級と階層
　２ 日本の階級・階層構造とその変動
　３ 階級再生産とメリトクラシー
　４ 社会的排除と貧困

Ⅹ　グローバル社会とエスニシティをめぐる
　　社会学
　１ 「エスニシティ」とは何か
　２ 国民国家とその課題
　３ 難民・移民をめぐる諸問題
　４ 多文化社会とその課題
　５ 日本の現状

Ⅺ　社会運動・ＮＰＯ・ボランティアをめぐる
　　社会学
　１ デモと民主主義：社会運動は社会を変える
　２ 社会運動：新しい社会運動とユニオン運動
　３ ＮＰＯ/ＮＧＯと市民社会
　４ 後期近代におけるボランティア活動
　５ 東日本大震災とＮＰＯ・ボランティア

ⅩⅡ　いろいろな社会学
　１ 環境をめぐる社会学
　２ 教育をめぐる社会学
　３ 政治をめぐる社会学
　４ 組織をめぐる社会学
　５ 犯罪をめぐる社会学
　６ 宗教をめぐる社会学
　７ 医療をめぐる社会学
　８ 差別問題をめぐる社会学

ⅩⅢ　社会学の歴史：西欧世界の社会学史
　１ 「社会という謎」の発見：社会学のはじまり
　２ 「理性」からはみ出る社会：
　　 ヴェーバーとデュルケム
　３ 「アメリカ社会」はいかに可能か：
　　 シカゴ学派とパーソンズ
　４ 「わからなさ」の再発見：
 　　パーソンズ以後のアメリカ
　５ 神なき時代の社会学：ヨーロッパの現代へ

研究者紹介
　１ カール・マルクス
　２ エミール・デュルケム
　３ ゲオルク・ジンメル
　４ マックス・ヴェーバー
　５ アルフレッド・シュッツ
　６ タルコット・パーソンズ
　７ ニクラス・ルーマン
　８ ユルゲン・ハーバーマス
　９ ピエール・ブルデュー
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社会学入門
　盛山和夫／金 明秀／佐藤哲彦／難波功士 編著

本書は，これまでの社会学がいったいどのような問
題関心のもとでどのような探求を展開し，何が知ら
れ，何が未解決として残されているかを最新の知識
を踏まえて説く社会学への入門の扉。

◎ これまでの社会学が何を明らかにしてどういう学問
　 的な成果を挙げてきたかを丁寧に解説
◎ 社会学の最先端ではいかなる問題意識でどのような
　 研究が遂行されつつあるのかを分かりやすく紹介
◎ 古典的な社会学の到達水準を踏まえつつ，それを公
　 正かつ批判的に継承する

はじめに

第１章　社会学とは何か
　１ 共同性の学としての社会学
　２ 近代社会と社会学の成立
　３ 実証的研究の発展と理論的統合の挫折
　４ 現代社会学の展開と課題
　５ 学問としての社会学

第２章　自己と社会
　１ 社会学の対象としての自己――ミードの自己論
　２ 相互行為儀礼と自己――ゴッフマンの自己論
　３ 自己の変容についての理論
　４ 物語としての自己
　５ 多元化する自己

第３章　家族とジェンダー
　１ 家族とジェンダーの深いかかわり
　２ 変わりゆく家族を捉えるこころみ
　３ 新しい歴史学とジェンダー
　４ 現代の家族と残された課題

第４章　市民社会と公共性
　１ 公共性についての社会学的問い
　２ 公共性と市民社会の歴史的展開
　３ 公共圏・市民社会と社会学における理論展開
　４ 公共圏と市民社会の課題

第５章　階級・階層
　１ 階級・階層とは何か
　２ 階級論と階層論
　３ 階級・階層研究は何を問題にしてきたのか
　４ 日本の階級・階層研究は何を明らかにしてきたのか
　５ 階級・階層研究の現在

第６章　教育と労働
　１ 「教育と労働」における基本的問題
　２ 社会経済的背景と教育達成
　３ 学校から仕事への移行
　４ 日本における働き方

第７章　都市と地域社会
　１ 人口減少とコンパクトシティ
　２ 都市の成長と都市の空間構造
　３ 都市はコミュニティを衰退させているのか
　４ 日本の都市・地域研究
　５ 都市の政治経済的分析
　６ 都市・地域研究の課題

第８章　社会運動
　１ 社会運動へのさまざまなアプローチ

　２ 合理性／非合理性への着目
　　 ――集合行動論と資源動員論
　３ アイデンティティへの着目
　　 ――「新しい社会運動」論
　４ 資源動員論のさらなる展開
　５ 現代の社会運動の持つ意義

第９章　エスニシティ
　１ エスニシティをめぐる３つの根源的な問題意識
　２ 人種や民族と呼んでよいのかという戸惑い
　　 ――エスニシティの内実論
　３ なぜ同化しないのかという驚き
　　 ――エスニシティの形成論
　４ 何を求めているのかという疑問
　　 ――エスニシティの運動論
　５ 日本におけるエスニシティ

第10章　福祉国家と社会福祉
　１ 福祉社会の成立と福祉の社会学
　２ 福祉の思想と論理
　３ ソーシャルワークとその理念
　４ 福祉国家の危機とレジーム論
　５ 福祉社会のゆくえ

第11章　貧困と社会的排除
　１ 社会的排除論の背景
　２ 貧困や社会的排除はどのように調査されてきたか
　３ 障害者の自立生活運動
　４ 包摂の行方

第12章　セクシュアリティ
　１ セクシュアリティとは何か
　２ セクシュアリティ研究の歴史
　３ セクシュアリティ研究の展開
　４ ジェンダー研究との交差
　５ 性の多様性

第13章　健康と医療
　１ 健康と医療
　２ 医療社会学の基礎概念
　３ 医療社会学の焦点
　　 ――精神医療，慢性病経験，健康格差
　４ 健康と医療をめぐって
　　 ――医療社会学の到達点と展望

第14章　環境と科学技術
　１ 科学技術と環境をめぐる問題
　２ 環境問題に対する社会学的アプローチ
　３ 科学技術に対する社会学的アプローチ
　４ リスク社会における社会的意思決定

第15章　災害とボランティア
　１ 災害はなぜ社会学の対象になるのか
　２ 災害サイクルと社会学的災害研究
　３ 災害ボランティアと被災者への寄り添い
　４ 災害に対して社会学は「役立つ」のか

第16章　メディアと文化
　１ メディアとは，文化とは
　２ メディアを産み出す社会
　３ メディアを介した文化
　４ メディアが産み出す社会
　５ メディアと文化を社会学するとは

第17章　宗教
　１ 宗教社会学の基本的な考え方
　２ 現代日本の宗教の概況
　３ 変化にさらされる宗教
　４ 現代宗教の新しい意義

第18章　犯罪と逸脱
　１ 売春をどう考えるか
　２ 「犯罪とは何か」という問い
　３ 逸脱研究の基礎的発展
　４ 逸脱研究の新展開
　５ 犯罪と現代社会

第19章　政治と国家
　１ 政治は選挙とデモだけなのか
　２ 国民国家の形成と暴走
　３ 冷戦と民主主義の多様化
　４ ポスト・フォーディズムとグローバリゼーション
　５ 討議と決定

第20章　グローバリゼーション
　１ グローバリゼーションとは何か
　２ 1980年代――地球規模の課題の出現
　３ 1990年代――自由化という不自由
　４ 2000年代――テロ以後の国際秩序
　５ 社会学の新たな課題

第21章　社会学の理論と方法
　１ 理論と方法をめぐる模索の歴史
　２ 社会学にはどんな理論があるか，もしくはあったか
　３ 社会調査の意義と方法
　４ 経験科学から構想の学へ
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる家族社会学
西野理子／米村千代 編著

本書は家族社会学が取り組んできた領域やテーマを
広くとりあげ，家族社会学の理論ならびにその活用
を平明にかつ丁寧に説く。家族社会学という学問領
域のこれまでを見渡すと同時にこれからの可能性ま
でを見通したテキスト。

◎ 基礎知識をおさえたスタンダードな家族社会学テキ
　 スト
◎ 理論とその活用をトピックスにそって平明かつ丁寧
　 に説く

はじめに

prologue　家族社会学の成り立ち

Ⅰ　家族をとらえる理論と視角
　１ 家族の成立
　２ 親族と家族
　３ 直系家族と夫婦家族
　４ 父系と双系化
　５ 日本の「家」制度と「家」概念
　６ 理念としての核家族化論
　７ 実態としての核家族化論
　８ 家族システム論・家族発達論
　９ 家族ストレス論
　10 近代家族論
　11 ネットワーク論
　12 ライフコース論
　13 臨床的なアプローチ
　14 資源論・交換理論的なアプローチ
　15 家族の個人化
　16 家族のリスク化
　17 公共圏と家族
　18 主観的家族
　19 日本の家族の地域性
　20 世界の中の家族

Ⅱ　結婚：理論から家族をとらえる⑴
　１ 晩婚・非婚化の現状
　２ 晩婚・非婚化を説明する諸理論
　３ さらなる理論的展開の可能性
　４ 未婚化
　５ 離再婚

Ⅲ　家事分担：理論から家族をとらえる⑵
　１ 家事分担の現状
　２ 家事分担を説明する諸理論
　３ さらなる理論的展開の可能性

Ⅳ　子の養育：理論から家族をとらえる⑶
　１ 子の養育の現状，社会問題化
　２ 子の養育を説明する諸理論

　３ さらなる理論的展開の可能性
　４ 親と子のつながり

Ⅴ　高齢期のケア：
　　理論から家族をとらえる⑷
　１ 高齢期のケアの現状
　２ 高齢期のケアを説明する諸理論
　３ さらなる理論的展開の可能性
　４ 独居問題

Ⅵ　夫婦間の情緒的関係：
　　理論から家族をとらえる⑸
　１ 夫婦間の情緒的関係の現状
　２ 夫婦間の情緒的関係を説明する諸理論
　３ さらなる理論的展開の可能性

Ⅶ　中期親子関係：
　　理論から家族をとらえる⑹
　１ 中期親子関係の現状
　２ 中期親子関係を説明する諸理論
　３ さらなる理論的展開の可能性

Ⅷ　きょうだい関係：
　　理論から家族をとらえる⑺
　１ きょうだい関係の現状
　２ きょうだい関係を説明する諸理論
　３ さらなる理論的展開の可能性

Ⅸ　祖父母・孫関係：
　　理論から家族をとらえる⑻
　１ 祖父母・孫関係の現状
　２ 祖父母・孫関係を説明する諸理論
　３ さらなる理論的展開の可能性

Ⅹ　親になること・妊娠と出産：
　　理論から家族をとらえる⑼
　１ 親になること・妊娠と出産の現状
　２ 親になること・妊娠と出産をめぐる
　　 諸理論
　３ 少子化論

　４ さらなる理論的展開の可能性

Ⅺ　家族支援：理論から家族をとらえる⑽
　１ 家族支援の現状
　２ 家族支援をめぐる諸理論
　３ さらなる理論的展開の可能性

Ⅻ　家族と社会
　１ 家族と先祖
　２ 家族と地域
　３ 家族と職業・仕事
　４ 家族と教育
　５ 家族とメディア
　６ 家族とイデオロギー

ⅩⅢ　家族社会学の隣接領域
　１ 人口学
　２ 法学
　３ 福祉社会学
　４ 地域社会学
　５ 教育社会学
　６ 歴史社会学
　７ 歴史人口学
　８ 計量的アプローチ
　９ フェミニズム
　10 計量的な調査
　11 質的な調査

ⅩⅣ　現代家族をめぐる諸問題へのアプローチ
　１　ＤＶ
　２　子ども虐待
　３　ひとり親家庭
　４　子どもの貧困
　５　孤立
　６　ＬＧＢＴ

epilogue　家族社会学のこれから
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B5判美装/218頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978―4―623―08973―4　2020年10月刊行

福祉という言葉の意味するところとはどういうもの
で，それに対して社会学的にアプローチするとはど
ういうことなのだろうか。本書は基本概念からベー
シックなトピックまでを網羅し，体系的に福祉社会
学の全体像を示すテキスト。

◎ 福祉社会学の研究領域を体系的に示す
◎ 最新の理論・政策・動向をフォローする

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる福祉社会学
武川正吾／森川美絵／井口高志／菊地英明 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

Ⅰ　基本概念
　１ 福祉とはなにか
　２ 福祉と社会
　３ 福祉社会学の性格
　４ 必要／ニーズ
　５ 資源とその供給
　６ 再分配
　７ 福祉の社会的分業
　８ 官僚制と専門性
　９ 市民権
　10 福祉社会学の現在

Ⅱ　ケア
　１ ケアとはなにか
　２ インフォーマルケア
　３ 親密圏とケアラー支援
　４ ケア労働の特質と社会化
　５ ケアのグローバル化
　６ 障害とはなにか
　７ 障害に対する合理的配慮
　８ 自助・自立と自己決定
　９ 看取り
　10 ケアの倫理

Ⅲ　リスク社会と個人化
　１ 福祉社会におけるリスク
　２ リスクと社会保険
　３ 第二の近代と社会保険
　４ 福祉国家と伝統的リスク
　５ 新しい社会的リスク
　６ 個人化の進行と福祉
　７ テクノロジーとリスク
　８ 個人化と社会政策
　９ 個人化社会における
　　 共同性

　10 自然災害のリスクと
 　　社会の脆弱性

Ⅳ　貧困と社会的排除
　１ 不平等と貧困・剥奪
　２ 社会的排除と包摂
　３ ケイパビリティ
　４ 公的扶助とスティグマ
　５ 貧困の女性化
　６ 子どもの貧困
　７ ワーキングプア
　８ 健康格差
　９ 貧困の再生産
　10 ワークフェアと
　　 ベーシックインカム

Ⅴ　レジーム
　１ 福祉レジーム
　２ 福祉国家の起源と展開
　３ 福祉国家の再編
　４ 労働市場
　５ 福祉政治
　６ 日本の福祉レジーム
　７ 東アジアの福祉レジーム
　８ 欧米諸国の福祉レジーム
　９ グローバル化と
　　 福祉レジーム
　10 グローバル社会政策

Ⅵ　ジェンダー
　１ 福祉社会学における
 　　ジェンダー視点
　２ 日本型近代家族
　３ アンペイドワークと
 　　性別役割意識
　４ 男性の家事・育児・介護

　５ ジェンダーと支援・ケア
　６ ジェンダーと暴力・
　　 ハラスメント
　７ 介助労働とジェンダー・
　　 セクシュアリティ
　８ 税制・所得保障における
　　 ジェンダーバイアス
　９ 社会サービスにおける
　　 ジェンダーバイアス
　10 ジェンダー平等

Ⅶ　コミュニティ
　１ コミュニティとはなにか
　２ 都市におけるくらしと
　　 福祉
　３ 都市における近隣関係
　４ 農山村の過疎化
　５ まちづくりと
　　 福祉コミュニティ
　６ コミュニティと異質性
　７ 情報コミュニティと福祉
　８ セルフ・ヘルプ・グループと
　　 ピア・サポート
　９ ソーシャル・キャピタル
　　 と福祉
　10 地域福祉

Ⅷ　サードセクター・
　　市民社会
　１ サードセクター
　２ 社会の福祉化
　３ ボランティア
　４ ＮＰＯとＮＧＯ
　５ 社会福祉法人・社会福祉
　　 協議会
　６ 協同組合

　７ 社会的企業・起業
　８ 社会運動と福祉
　９ 当事者参加
　10 福祉ガバナンス

Ⅸ　制度・社会政策・人口
　１ 人口の構造と動態
　２ 人口高齢化
　３ 人口減少
　４ 家族の変化と人口
　５ 社会政策の体系
　６ 公的年金の仕組みと課題
　７ 健康と医療
　８ 福祉サービス
　９ 住宅
　10 雇用

Ⅹ　研究方法論
　１ 量的研究①
　　 データの集め方
　２ 量的研究②　
　　 データ分析
　３ 質的研究①
　　 データ収集・プロセス・
　　 問いの特徴
　４ 質的研究②　
　　 分析の多様性
　５ アクション・リサーチと
　　 当事者研究
　６ 歴史研究
　７ 研究倫理
　８ 政策評価
　９ 貧困の測定
　10 社会指標

さくいん

社会学 新 刊
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初学者が知識を獲得するだけでなく，社会学におい
て必要とされる方法を身に付けることができるよう
に構成されている。提示される問いの解答を導くこ
とを繰り返し，多面的に物事を考察する方法を習得
することが本書の目的である。

◎ セメスター制，クォータ制のどちらにも対応
◎ ロジカルシンキングやクリティカルシンキングの
　 トレーニングにも適した教科書

ジレンマの社会学
三隅一人／高野和良 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

　第Ⅰ部　生活のジレンマ
第１章　つながりのジレンマ
　１ 絆が求められる社会
　２ コミュニティへの期待と実態
　３ コミュニティと社会的統合
　４ 社会的統合と社会問題
　５ 緩やかな社会的統合

第２章　どうすれば献血者は増えるのか
　１ 献血の概況
　２ どうすれば血液は集まるのか
　３ 社会的連帯の形成に向けて

第３章　教育で貧困の世代的再生産が
　　　　防げるのか
　１ 貧困と不平等の違い
　２ 子どもの貧困
　３ 「子どもの貧困」への政策的対応
　４ “機会の平等”で貧困はなくしうるか
　５ “教育”と貧困をめぐるジレンマ
　６ 教育の不可能性と可能性

第４章　なぜ都市への人口集中が続くのか
　１ 農村への関心の高まりと過疎問題の
　　 深刻化
　２ 物的・経済的要因
　３ 社会的要因
　４ 心理的要因
　５ 過疎問題解決へ向けたいくつかの論点

　第Ⅱ部　家族のジレンマ
第５章　なぜ私たちは母親の頑張りを
　　　　求めるのか
　１ 育児における矛盾する見解
　２ 育児責任を引き受ける母親たちの苦しみ
　３ 母親たちの苦しみを乗り越えるために

第６章　シングルマザーの貧困はなぜ
　　　　解消されないのか
　１ 福祉国家とジェンダー

　２ シングルマザーの貧困とその背景
　３ シングルマザーに対する政策とその問題
　４ ジェンダー平等な福祉を実現する
　　 ために

第７章　性的少数者にとって家族は
　　　　どのような存在か
　１ パートナーシップ制度と同性婚
　２ 様々な同性婚反対論
　３ 「レズビゲイ家族」のもつ可能性
　４ 戦略的な同性婚要求
　５ 「ケアの倫理」の立場から

第８章　家族の負担にならない自宅死は
　　　　実現できるか
　１ 自分の死に方は自分で選択できるか
　２ 家族の負担からみた自宅での最期
　３ 終末期ケアの担い手としての家族の
　　 負担とは
　４ 自宅で最期を迎えたいという願いを
 　　実現するために
　５ 死と向き合う社会へ

　第Ⅲ部　組織のジレンマ
第９章　雇用形態の多様化は女性に
　　　　労働の自由をもたらすのか
　１ 増える非正規労働者
　２ 正規労働者になりたがらない女性たち
　３ 求められる構想力

第10章　給与が増えれば介護職は魅力的な
　　　　仕事になるのか
　１ 介護職の人材不足の背景
　２ 介護職と看護師の違い
　３ 新たな専門性の問題提起
　４ 介護職の社会的承認

第11章　自主性を重んじるとチームは
　　　　強くなるのか
　１ 機能集団としての運動部
　２ 自主性と規律のジレンマ
　３ リーダーシップＰＭ論

　４ 条件即応モデル
　５ リーダーを演じる難しさ

第12 章　災害時になぜデマが駆け巡るのか
　１ 流言を前に問われるべきこと
　２ 流言とは何か
　３ 情報社会と流言
　４ ジレンマと向き合うために

　第Ⅳ部　共生のジレンマ
第13章　特定の集団への悪感情を
　　　　どう考えるか
　１ 悪感情をめぐる現状
　２ 悪感情をもつことは問題なのか
　３ 悪感情はどのように生じるのか
　４ 悪感情をなくすために何ができるのか

第14章　死や災害に関する観光地に
　　　　なぜ人は集まるのか
　１ 観光の時代？
　２ ダークツーリズムとは
　３ ゲスト／ホストの視点とダーク
　　 ツーリズム
　４ ダークツーリズムをめぐるジレンマ

第15章　多文化主義はなぜ失敗したのか
　１ 多文化主義の挑戦と衰退
　２ 多文化主義の諸特徴
　３ 多文化主義のジレンマ
　４ ポスト多文化主義のモデル

第16章　幸福のジレンマ
　１ 私化と協働
　２ 社会的ジレンマ
　３ ジレンマ解決のジレンマ
　４ 永遠のテーマとしての幸福のジレンマ

索　　引

A5判美装/288頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-08977-2　2020年10月刊行
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よくわかる社会学史
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

早川洋行 編著

B5判美装/228頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）　ISBN 978-4-623-05990-4　2011年4月刊行
社会学全体を行為論，相互作用論，構造論の三層で捉え，それを縦断するものとして各領域の研究史を第３
部で扱い，第２部は，一つの領域に限らず，また３つの層を関連させる社会学の概念をテーマとしたテキスト。

よくわかる現代家族［第２版］
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

神原文子／杉井潤子／竹田美知 編著

B5判美装/208頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）　ISBN 978-4-623-07683-3　2016年5月刊行
本書は，近代家族の形成から多様なありかたへと開かれた現代家族のさまざまな形態までを取り上げ，家族
のいまをやさしく読み解く。

社会学

はじまりの社会学 
――問いつづけるためのレッスン
奥村 隆 編著

A5判美装/306頁　定価：3,520円（本体3,200円＋税）　ISBN 978-4-623-08141-7　2018年5月刊行
自分自身の〈問い〉を発見し，手放さずに考えつづけるにはどうしたらよいのだろうか。社会が他でもあり
うる可能性を開く新たな社会学的想像力への入門書。ここからあなたの社会学がはじまる。

テキスト現代社会学［第３版］
MINERVA TEXT LIBRARY 30

松田 健 著

A5判美装/400頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）　ISBN 978-4-623-07558-4　2016年3月刊行
アメリカの大学における社会学入門の授業に頻出する内容を念頭に置き，明快な社会学概説をおこなう。本
文での重要語句の英語併記や「英語コラム」も設けてあり，留学して社会学を学ぶ人にも最適。

ポップカルチャーで学ぶ社会学入門
――「当たり前」を問い直すための視座
遠藤英樹 著

A5判美装/216頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）　ISBN 978-4-623-09129-4　2021年4月刊行
ポップカルチャーを題材に，代表的な社会学の理論を解説しながら，自我・コミュニケーション・恋愛・家
族・仕事などの社会学のテーマをわかりやすく分析する。

新　刊
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環境社会学の考え方
――暮らしをみつめる12の視点
足立重和／金菱 清 編著

A5判美装/258頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）　ISBN 978-4-623-08527-9　2019年4月刊行
身近な例から環境問題に気づいて考えることの面白さを伝える環境社会学の入門書。地元住民の生活という
立場から，環境を社会学的に考えていくとはどういうことかを具体的に説く。

よくわかる環境社会学［第２版］
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

鳥越皓之／帯谷博明 編著

人間の活動をとりまく多様な環境を対象とする環境社会学。本書はさまざまな事例にもとづいて対象の広が
りから研究の方法までを詳解する。好評既刊を最新の情報にアップデート。

B5判美装/220頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）　ISBN 978-4-623-07934-6　2017年4月刊行

よくわかる医療社会学
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

中川輝彦／黒田浩一郎 編著

B5判美装/224頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）　ISBN 978-4-623-05821-1　2010年10月刊行
医療技術・医療政策・医療倫理など私たちを取り巻く医療の問題に社会学はどう迫るのか。医療社会学の基
本概念から重要トピック，さらに研究者紹介まで，必要な知識をこれ一冊で学べるお役立ちの書。

社会学

よくわかる国際社会学［第２版］
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

樽本英樹 著

B5判美装/248頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）　ISBN 978-4-623-07591-1　2016年4月刊行
グローバリゼーションによる人の国境を越える移動とそれのもたらす帰結を中心に，国際社会学の基本論点
を簡潔に示していく。初版刊行以降の変化を加えて情報をアップデートし，定評ある内容がさらに充実。

よくわかる都市社会学
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

中筋直哉／五十嵐泰正 編著

B5判美装/232頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）　ISBN 978-4-623-06505-9　2013年4月刊行
1980年代の新しい都市社会学や都市論ブームのインパクトの後に展開した新たな都市研究の諸領域から，
建築学，文学，政策科学など隣接分野の都市研究までをカバーするあたらしい時代の都市社会学テキスト。
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よくわかる宗教社会学
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

櫻井義秀／三木 英 編著

B5判美装/224頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）　ISBN 978-4-623-04996-7　2007年11月刊行
わたしたちの身近に存在する宗教の世界について，各種教団の歴史から調査の方法までを社会学の視点でわ
かりやすく解説する。

よくわかる社会情報学
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

西垣 通／伊藤 守 編著

社会情報学とはなにか？　情報伝達のためのコミュニケーションの歴史的展開は音声，書字からコンピュー
タへと進展してきたが，本書は学としての成立，基礎概念から最新の成果までを平易に解説する。

B5判美装/232頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）　ISBN 978-4-623-07359-7　2015年5月刊行

社会学−情報学

国際情報学入門
中央大学国際情報学部 編

A5判美装/308頁　定価：3,300円（本体3,000円＋税）　ISBN 978-4-623-08978-9　2020年5月刊行
近未来に必須となる国際情報学の知識をコンパクトにまとめた初歩的なテキスト。グローバル，情報法，
ICT，メディア，人工知能（AI），ロボットなど「国際化」と「情報化」を意識しながら多角的・多角的に解説。

文化社会学入門
――テーマとツール
井上 俊／長谷正人 編著

B5判美装/244頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）　ISBN 978-4-623-05824-2　2010年10月刊行
近年の文化変容の基本的トレンドを大きく押えたうえで，文化をめぐる多彩なトピックスを各論的にとらえ
るとともに，テーマを分析・探究するためのツールや考え方を紹介した斬新な入門書。

9 ▶︎

よくわかるジェンダー・スタディーズ
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

——人文社会科学から自然科学まで
木村涼子／伊田久美子／熊安貴美江 編著

B5判美装/242頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）　ISBN 978-4-623-06516-5　2013年3月刊行
人文社会科学から自然科学の分野に至るまで，幅広く展開するジェンダー・スタディーズ。本書は，ジェン
ダー・スタディーズが各学問領域に与えたインパクトの深さと広さを，総合的に捉えることができる入門書。



経済地理学への招待
伊藤達也／小田宏信／加藤幸治 編著

A5判美装/370頁　定価：3,850円（本体3,500円＋税）　ISBN 978-4-623-08691-7　2020年6月刊行
本書は経済地理学の入門テキストである。最新の研究動向も盛り込み，産業立地論のみならず環境問題，土
地の文化や住民の生活などの広いテーマを平易に解説。地理学専攻，経済学部いずれの学生にも必読の一冊。

新しい時代の観光学概論
——持続可能な観光振興を目指して
島川 崇 著

A5判美装/256頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）　ISBN 978-4-623-08673-3　2020年11月刊行
「様々な学問の寄せ集め」からの脱却を図り，単著で体系的かつ俯瞰的な視点のもと構成。経済，政治，社会・
文化的側面を包括する真に持続可能な観光振興の実現へむけ，新しい時代の観光学を構築する。

よくわかる都市地理学
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

藤井 正／神谷浩夫 編著

B5判美装/226頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）　ISBN 978-4-623-06723-7　2014年3月刊行
都市を中心とする地域の空間構造やそのメカニズムの考察がますます重要性を増している。そんな状況に対
応すべく，研究対象やアプローチの多様化が進展する都市地理学の基礎と最新の研究内容を提示する。

入門 観光学
竹内正人／竹内利江／山田浩之 編著

A5判美装/304頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）　ISBN 978-4-623-07763-2　2018年3月刊行
観光学の基礎的な理論を網羅するとともに，新しい動向もカバーしたスタンダードテキスト。初学者，観光
学を専門としない学生にも分かりやすく，一冊で観光学の全体像が見通せる。

情報学−観光学−地理学

新　刊
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よくわかるメディア・スタディーズ［第２版］
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

伊藤 守 編著

B5判美装/248頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）　ISBN 978-4-623-07264-4　2015年4月刊行
メディアをめぐる知の系譜をたどり，研究対象の広がりをカバーしつつ研究方法の革新と多様化にも対応し
た好評テキスト。



人文地理学への招待
竹中克行 編著

基礎テキスト『人文地理学』を全面的にリニューアル。地理学の基本的な方法論を平易な言葉で解説。認知・
行動論や景観論などを新たに加え，様々なアプローチ方法を示した必読テキスト。

A5判美装/314頁　定価：3,300円（本体3,000円＋税）　ISBN 978-4-623-07229-3　2015年4月刊行

よくわかる文化人類学［第２版］
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

綾部恒雄／桑山敬己 編

B5判美装/240頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）　ISBN 978-4-623-05696-5　2010年2月刊行
学界の最前線で活躍している研究者が文化人類学の主要なテーマをやさしいことばで解説し，その面白さと
奥深さの両方を伝える。

はじめて学ぶ民俗学
市川秀之／中野紀和／篠原 徹／常光 徹／福田アジオ 編著

A5判美装/336頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）　ISBN 978-4-623-07125-8　2015年9月刊行
初学者に配慮した構成で，民俗学の基礎や考え方を丁寧に解説。「あたりまえ」と思っている日々の生活を，
「民俗」という新たな視点で捉え直すきっかけを提供し，民俗学の世界へと誘うテキスト。

はじめて学ぶ文化人類学
――人物・古典・名著からの誘い
岸上伸啓 編著

19世紀後半から現在まで150年に及ぶ文化人類学の展開の軌跡を，主要な研究者の生涯と業績・著作に焦点
を当て読み解く。古典から最新の研究動向までカバーし，人類学の大きな学問潮流を捉える。

A5判美装/336頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）　ISBN 978-4-623-08274-2　2018年4月刊行

観光人類学のフィールドワーク
——ツーリズム現場の質的調査入門
市野澤潤平／碇 陽子／東 賢太朗 編著

フィールドワークを専門的に学ぶわけではない人にむけてのいわばフィールドワーク教本。フィールドでの
事例にもとづきながら，「観光の調査」の具体について主要な概念や理論を踏まえて解説する。

A5判美装/312頁　定価：3,520円（本体3,200円＋税）　ISBN 978-4-623-09188-1　2021年5月刊行

地理学−人類学

11 ▶︎
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フィールドワークの技法と実際Ⅱ
――分析・解釈編
箕浦康子 編著

フィールドに入りエスノグラフィーを書き上げるまでに，現地で，また研究室で，論考を重ねた研究者が，
それぞれの経験，試行錯誤を物語る。フィールドワークのまとめ方，論文書き上げまでの経過がわかる。

A5判美装/280頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）　ISBN 978-4-623-05355-1　2009年4月刊行

フィールドワークの技法と実際
――マイクロ・エスノグラフィー入門
箕浦康子 編著

A5判美装/240頁　定価：2,530円（本体2,300円＋税）　ISBN 978-4-623-03004-0　1999年3月刊行
実際の授業で行われたフィールドワークの実習を通し，街の中にフィールドを発見し，エスノグラフィーを
作り上げるまでの記録。

人類学

▶︎ 12

人類学者は異文化をどう体験したか
――16のフィールドから
桑山敬己 編著

四六判美装/354頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）　ISBN 978-4-623-09162-1　2021年5月刊行
文化人類学の原点に戻って，外国人や在野研究者を含む16人の多彩な人類学者たちが，各々のフィールドで
身体知として掴んだ他者の姿と世界を伝える一冊。

知って役立つ民俗学
――現代社会への40の扉
福田アジオ 責任編集

身近な疑問から出発して，生活や社会につながる民俗学の世界へと誘う初学者必携の書。日々の生活や現代
の問題を，民俗学の視点から考えられるようになる一冊。

A5判美装/308頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）　ISBN 978-4-623-07126-5　2015年3月刊行

新　刊



新・社会調査へのアプローチ
――論理と方法

大谷信介／木下栄二／後藤範章／小松 洋 編著

1999年の初版刊行以来ベストセラーを続ける, もっ
ともわかりやすい「社会調査法」テキストのスタン
ダードとも言える同書を，最新の調査状況に対応し
た内容に，より詳しく, よりわかりやすく全面改訂
した待望の「新版」。

◎ 10万部を超えるベストセラーテキスト！
◎ 入門演習から卒論まで，ずっと使える社会調査法最
　 新・最強のテキスト!!
◎ 社会調査を学び，実践する人すべてにとって必携の書

ここが

ポイント
!!

新版の刊行にあたって

　第Ⅰ部　社会調査の論理
第１章　社会調査へようこそ
　１ 社会調査の時代
　２ 社会調査って何？
　３ 社会調査の歴史
　４ 社会調査の注意書き
　５ 社会調査を学ぶ真の意義

第２章　社会調査のファースト・ステップ
　　　　――情報資源の発掘調査
　１ 社会調査を企画・設計するために
　２ “不思議”発見，センス・オブ・ワンダー
　３ 図書館とインターネットを使いこなす
　　 ために
　４ 先行する研究成果に関する情報への　
　　 アクセス法
　５ 既存の統計データへのアクセス法と
 　　活用法
　６ 過去の調査データへのアクセス法と
 　　活用法
　７ まとめ

第３章　社会調査の基本ルールと
　　　　基本の道具
　１ 社会調査の基本ルール
　２ 考えるとは――記述と説明
　３ 問題が問題だ――社会的な問題構成へ
　４ 「概念」なんか怖くない
　５ 変数は変な数ではない
　６ 仮説は花形
　７ 仮説を使いこなすために

　第Ⅱ部　調査票調査の方法
第４章　調査票を作ってみよう
　１ 調査の企画・設計と調査票作成の
 　　プロセス
　２ 質問文を作ってみよう
　３ 選択肢を作ってみよう

　４ 調査票全体へのこだわりをもちたい

第５章　サンプリングという発想
　１ サンプリングという考え方
　２ サンプリングの原理
　　 ――なぜ「無作為に」抽出することが
 　 　　　最も科学的で優れた方法なのか？
　３ サンプリングの実際

第６章　調査票調査のプロセスと
　　　　データ化作業
　１ 調査票調査の種類とプロセス
　２ データを分析する前に必要な作業

第 7章　調査結果を分析しよう
　１ データ整理のための基礎知識
　　  ――単純集計・クロス集計・基礎統計量
　２ データを分析するための基礎知識
　　 ――統計的検定
　３ より深い分析のために
　　 ――回帰分析を中心に
　４ 結果のまとめかた
　　 ――報告書には何を書くのか？

　第Ⅲ部　質的調査の方法
第８章　質的調査の基本
　１ 質的調査とは
　２ 質的調査の働き
　３ 社会調査としての質的調査
　４ 質的調査の留意点

第９章　質的調査の実際
　１ 聞き取り調査の実際
　２ 参与観察法の実際
　３ ドキュメント分析の実際

　第Ⅳ部　実習と実践
１　写真観察法――ビジュアル調査をやっ
　　てみよう
　１ はじめに――ビジュアル調査法とは

　２ 集合的写真観察法
　　 ――社会のプロセスと構造の可視化と
 　　　　可知化
　３ 写真観察法のススメ――手順と実際
　４ Let’s try――写真観察をやってみよう

２　非参与観察法――まわりを見よう
　１ はじめに――非参与観察法とは
　２ 非参与観察を始める前に！
　３ Let’s try
　　 ――非参与観察法の実習を
 　　　　やってみよう
　４ リポートを書く

３　Kさんの卒論はじめて物語
　１ はじめての卒業論文
　　 ――卒論に向き合う
　２ 研究の着想
 　　――センス・オブ・ワンダーを働かせて，
　　　　 ネタを探る
　３ 研究の構想
 　　――文献を読み進め，問題意識を深める
　４ 研究テーマの明確化
　　 ――問いを立て，調査を企画し，
 　　　　学術研究の土俵にのせる
　５ はじめての研究計画書
　　 ――卒業研究を本格的に始動する

APPENDIX
　１ 参照してほしい209冊の文献セレクション
　　 ――社会調査をもっと深く学びたい
　　 　　あなたのために
　２ 社会調査士・専門社会調査士の
　　 資格制度と標準カリキュラム

索　引

A5判美装/412頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-06654-4　2013年4月刊行

調査法
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人権論の教科書
学問へのファーストステップ 4

古橋エツ子 監修
和田幸司 編著

人権（教育）について学び，立体的な全体像を組み立てられる内容を目指す。大学新入生には最初に紐解く
べき入門書であり，社会人になってからも役立つ道しるべ。

A5判美装/312頁　定価：3,300円（本体3,000円＋税）　ISBN 978-4-623-09173-7　2021年5月刊行

よくわかるスポーツ文化論［改訂版］
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

井上 俊／菊 幸一 編著

Ｂ5判美装/232頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）　ISBN 978-4-623-08839-3　2020年3月刊行
2012年以降に生じたスポーツ界の変化を踏まえ，旧稿をアップデート，「eスポーツ」「ビデオ判定」「体罰・
パワハラ」などの新たなテーマを追加。現況を認識し，そのあり方や将来について考える楽しさ学べる書。

よくわかる異文化コミュニケーション
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

池田理知子 編著

B5判美装/202頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）　ISBN 978-4-623-05609-5　2010年2月刊行
異質な他者との出会いは，驚きや発見をもたらし，それが当たり前のものとして見過ごしていたことの見直し
につながる……既存の理論や研究成果の検証を通して，新たな視点を提示する入門書。

調査法−社会学テキスト−スポーツ

よくわかる質的社会調査 プロセス編
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

谷 富夫／山本 努 編著

B5判美装/224頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）　ISBN 978-4-623-05844-0　2010年11月刊行
社会調査の概説，歴史的展開と，問いを立てる→先行研究に学ぶ→技法を選ぶ→現地に入って記録する→収
集したデータを処理して報告書を作成する，までの過程を具体的にわかりやすく解説する。

よくわかる質的社会調査 技法編
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

谷 富夫／芦田徹郎 編著

B5判美装/232頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）　ISBN 978-4-623-05273-8　2009年7月刊行
質的調査のスタンダードなテキスト。調査方法の紹介とその技法，そして調査で収集したデータの分析技法
をわかりやすく解説する。

▶︎ 14
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よくわかるスポーツ人類学
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

寒川恒夫 編著

B5判美装/224頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）　ISBN 978-4-623-08015-1　2017年3月刊行
スポーツとは何かについて，スポーツ人類学の研究方法，専門用語を位置づけながらわかりやすく解説する。
スポーツを文化の問題としてとらえる考え方や視点を提示した最新のテキスト。

よくわかるスポーツマネジメント
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

柳沢和雄／清水紀宏／中西純司 編著

スポーツマネジメントの全体像を俯瞰するとともに，個別のマネジメント領域の実態や諸機能をわかりやす
く解説した入門書。

B5判美装/224頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）　ISBN 978-4-623-08014-4　2017年3月刊行

よくわかるスポーツとジェンダー
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

飯田貴子／熊安貴美江／來田享子 編著

B5判美装/224頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）　ISBN 978-4-623-08156-1　2018年5月刊行
スポーツにおける様々な性に関わる人権問題を取り上げ，ジェンダーの視点から，最新の情報をもとに現在
の状況をわかりやすく解説する。なぜそうした問題が起きるのか，解決の糸口を探る。

スポーツ

よくわかるスポーツマーケティング
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

仲澤 眞／吉田政幸 編著

基礎理論と応用事例をわかりやすく解説する。スポーツやスポーツビジネスが担うべき社会的役割をふまえ
た「これからのスポーツマーケティングに必要な情報と基本的考え方」を学ぶための入門書。

B5判美装/196頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）　ISBN 978-4-623-08118-9　2017年11月刊行

よくわかるスポーツ倫理学
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

友添秀則 編著

B5判美装/202頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）　ISBN 978-4-623-08013-7　2017年3月刊行
トップアスリートから愛好者まで，倫理的問題を幅広く取り上げて現状を解説し，問題の考え方や解決の糸
口を示す。様々な問題の歴史的・社会的経緯の解説も盛り込んだスポーツ倫理学を体系的に理解できる１冊。

15 ▶︎



統計学

よくわかる統計学 Ⅱ経済統計編［第２版］
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

御園謙吉／良永康平 編

B5判美装/208頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）　ISBN 978-4-623-06112-9　2011年9月刊行
主要な経済統計の収集と吟味，その読み方と，収集したデータの分析方法，エクセルによる処理・加工の方
法を，図解を交えてわかりやすく解説する。エクセル2010にも対応した大幅改訂でさらに使いやすくなった。

１歩前からはじめる「統計」の読み方・考え方［第２版］
神林博史 著

A5判美装/346頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）　ISBN 978-4-623-08478-4　2019年3月刊行
統計情報を正確に読み，理解し，情報を正しく他者に伝える力を身につけましょう。第２版では，データの
アップデートに加え，「統計の基本の基本」の解説をさらに充実。

よくわかる統計学 Ⅰ基礎編 ［第２版］
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

金子治平／上藤一郎 編

B5判美装/200頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）　ISBN 978-4-623-06111-2　2011年10月刊行
記述統計から数理統計までていねいに解説し，直感的に理解できるよう図表も豊富に取り入れた一冊。回帰
モデルの解説を増補することで，さらにわかりやすく，使いやすくなった。

社会統計学ベイシック 
片瀬一男／阿部晃士／高橋征仁 著

Ａ5判美装/314頁　定価：3,300円（本体3,000円＋税）　ISBN 978-4-623-07403-7　2015年9月刊行
本書は，人文社会科学系の学生が社会統計学の考え方を基礎から学ぶことで，「社会調査士」資格の取得に
加えて，情報化社会における「市民的教養」としての統計リテラシーを身につけることを目指す。

社会統計学アドバンスト 
片瀬一男／阿部晃士／林 雄亮／高橋征仁 著

『社会統計学ベイシック』の姉妹書として，基礎的な社会統計学の復習から，卒業論文の作成過程で用いる
多変量解析を中心に解説。高度な統計的分析手法を，初学者に分かりやすく伝える一冊。

A5判美装/226頁　定価：3,850円（本体3,500円＋税）　ISBN 978-4-623-08370-1　2019年12月刊行

▶︎ 16



大学生のためのリサーチリテラシー入門
――研究のための８つの力
山田剛史／林 創 著

四六判美装/272頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）　ISBN 978-4-623-06045-0　2011年8月刊行
これから本格的に研究を意識し始める学生（学部２〜３年生や修士１年生）を主たる対象とした，リサーチ
リテラシー（研究を遂行するために必要な基礎的能力）についての入門書。

よくわかる卒論の書き方［第2版］
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

白井利明／高橋一郎 著

B5判美装/224頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）　ISBN 978-4-623-06572-1　2013年2月刊行
卒論を書き進めていく上で必要な研究・執筆に関する知識や方法を，体系的かつ具体的に解説する。巻末に
文例も収録した充実の一冊。

大学１年生の君が、はじめてレポートを書くまで。
川崎昌平 著

Ａ5判美装/168頁　定価：1,540円（本体1,400円＋税）　ISBN 978-4-623-08889-8　2020年4月刊行
「ノートのとり方」「図書館の使い方」「ネットの読み方」「意見のたて方」「引用の仕方」「やる気の保ち方」など。
大学生になったけど…「どう勉強すればいいの？？」に答えます。

よくわかる学びの技法［第３版］
やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

田中共子 編

B5判美装/180頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）　ISBN 978-4-623-08480-7　2019年1月刊行
新入生向けに「読む・聞く・書く・レポートする」の学ぶ技法を，実践をふくめてわかりやすく解説する。学生
はもちろん，教育者，社会人にも役立つ書。最新の文献や統計データ，パソコンソフト等にもとづく改訂版。

大学生のための情報リテラシー
――活用力が身につく12章
篠原正典 監修
上出 浩／破田野智己／⻆田あさな 著

エクセルやワード，パワーポイントなどの操作方法だけでなく，情報リテラシーの考え方や，背景にある理
論もわかりやすく解説。技術や環境の変化に対応できる，柔軟で幅広い情報処理能力の修得をめざす入門書。

B5判美装/264頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）　ISBN 978-4-623-09092-1　2021年3月刊行

スタディスキル

17 ▶︎

新　刊




